
あいさつをしましょう「いってまいります」「いってらっしゃい」

令和３年10月31日（1） き　　ぼ　　う 第33号

第 33 号

発行人

青少年育成那珂市民会議

会長　関　　　守青 少 年 育 成 広 報

青少年健全育成
の ま ち 宣 言

１　市民の英知を結集し、みんなで積極的に青少年を育成しよう。
２　よい環境をつくり、心豊かでたくましい青少年を育成しよう。
３　自立の心を養い、連帯性や社会性に富む青少年を育成しよう。

私
は
、
四
年
生
の
こ
ろ
か
ら
将
来
「
ト
リ
マ
ー
」

に
な
る
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
夢
を
も
っ
た

き
っ
か
け
は
、
祖
母
が
犬
の
毛
を
と
か
し
た
り
、
切

っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
興
味
を
も
っ
た
か
ら
で
す
。

自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
何
が
で
き
る
か
考
え
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行

し
て
い
て
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
本
屋
な
ど
に
は
行

き
づ
ら
い
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
調
べ

て
い
ま
す
。
中
学
校
の
職
場
体
験
学
習
ま
で
に
は
、

ト
リ
マ
ー
に
つ
い
て
く
わ
し
く
な
っ
て
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
祖
母
の
身
の
回
り
の
お
世
話
を
行
う
な
ど
動

物
や
周
り
の
人
に
優
し
く
接
し
て
い
き
た
い
で
す
。

緑
桜
学
園
那
珂
市
立
芳
野
小
学
校
六
年

丹た
ん

治じ

千ち

愛さ
と

夢
に
向
か
っ
て
今
で
き
る
こ
と

僕
が
リ
モ
ー
ト
学
習
を
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
直

接
会
え
な
い
こ
と
の
悲
し
さ
で
す
。
リ
モ
ー
ト
で
つ

な
が
る
と
休
校
と
は
違
い
、
み
ん
な
と
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
話
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
今
は
、
み
ん
な
と
直
接
会
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
、
一
緒
に
勉
強
で
き
る
こ
と
を
大
切
に

生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

緑
桜
学
園
那
珂
市
立
木
崎
小
学
校
六
年

根ね

本も
と

結ゆ
う

多た

会
う
こ
と
の
大
切
さ

僕
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
で
す
。
今
の
時
代
は
Ｉ
Ｔ
分
野
が
日
々
進
化

し
て
い
ま
す
。
僕
は
Ｉ
Ｔ
系
の
会
社
の
経
営
者
に
な

り
、
時
代
の
進
化
に
負
け
な
い
よ
う
な
開
発
を
し
て
、

人
の
役
に
立
つ
も
の
を
作
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

世
界
を
変
え
る
よ
う
な
活
や
く
を
し
て
、
世
界
一
の

経
営
者
に
な
り
た
い
で
す
。

緑
桜
学
園
那
珂
市
立
木
崎
小
学
校
六
年

田た

口ぐ
ち

琥こ

大た

郎ろ
う

世
界
一
の
経
営
者
に
な
り
た
い

ふるさと教室「竹とんぼ作り」

奥久慈憩いの森（Ｒ３. ８. ３）



第３日曜日は「家庭の日」です。

令和３年10月31日（2）き　　ぼ　　う第33号

ソ
ニ
ー
の
創
業
者
で
あ
る
井
深
大
さ
ん
は
、
か
つ

て
社
長
時
代
、
最
新
鋭
の
設
備
を
備
え
た
厚
木
工
場

を
完
成
さ
せ
、
世
界
中
か
ら
見
学
者
が
来
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
一
番
の
問
題
が
、
ト
イ
レ
の

落
書
き
で
し
た
。
会
社
の
恥
だ
か
ら
と
工
場
長
に
や

め
さ
せ
る
よ
う
に
指
示
し
て
、
工
場
長
も
徹
底
し
て

通
知
し
ま
し
た
が
、
一
向
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
し
ば
ら
く
し
て
工
場
長
か
ら
「
落
書

き
が
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
」
と
尋
ね
る
と
、「
実
は
、
パ
ー
ト

の
ト
イ
レ
掃
除
の
お
ば
さ
ん
が
、
数
枚
の
か
ま
ぼ
こ

の
板
に
、
こ
こ
は
、
私
の
神
聖
な
職
場
で
す
。
落
書

き
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
と
書
い
て
、
ト
イ
レ
に

張
り
、
そ
れ
で
、
ピ
タ
ッ
と
な
く
な
り
ま
し
た
。」

と
言
い
ま
し
た
。
井
深
社
長
も
工
場
長
も
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
以
来
、
井
深
さ

ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ(

指
導
力)

を
影
響
力
と

呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
上
か
ら
下
へ
の
指
導
力
が

基
本
で
す
が
、
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
自
分
を
中
心

と
し
て
上
司
、
部
下
、
同
僚
な
ど
常
に
上
下
左
右
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
上
司
を
動
か
せ
な
い
人
に
部
下

を
動
か
す
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
上
司
を
動
か
せ
る
人

で
あ
っ
て
、
初
め
て
、
部
下
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
市
民
一
人
一
人
の
自
覚
と
責
任
で
、
人

を
動
か
す
影
響
力
を
持
と
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

『
指
導
力
と
影
響
力
』

青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議

  

会
長　

関　
　
　

守

副
会
長
で
す

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す

那珂市青少年相談員連絡協議会会長
森島　栄子

那珂市PTA連絡協議会会長
渡邉　ひとみ

那珂市子ども会育成連合会会長
滝本　京子

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度 

青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議

青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議

基
本
方
針
と
重
点
目
標

基
本
方
針
と
重
点
目
標

基
本
方
針

重
点
目
標

具
体
的
実
践
事
項

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
心
身
共
に
健
や
か

で
た
く
ま
し
く
、
自
主
性
・
社
会
性
に
富
ん
だ

人
間
に
育
つ
こ
と
は
、
地
域
住
民
の
願
い
で
あ

る
。し

か
し
な
が
ら
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の

低
下
や
、
大
人
の
規
範
意
識
の
低
下
、
情
報
化

社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
り
人
間
関
係
の
希
薄
化

が
進
み
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
状
況
は
い
ま
だ

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議
で
は
、
こ
れ
ら

の
状
況
を
踏
ま
え
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑴
青
少
年
の
た
め
の
地
域
と
の
協
働
に
よ
る

地
域
体
制
づ
く
り

⑵
健
全
な
家
庭
づ
く
り
の
推
進

⑶
広
報
活
動
の
充
実
強
化

⑴
「
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動
」
を
進
め
る
。

⑵
み
ん
な
で
地
域
づ
く
り
を
す
る
。
…
地
域

づ
く
り
活
動

⑶
子
ど
も
た
ち
に
各
種
活
動
へ
の
参
加
を
勧

め
る
。

⑷
令
和
３
年
度

重
点
推
進
事
業
…
「
親
が

変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
」
運
動

令和３年度　事業計画（予定）
月 主　な　事　業 （実施場所）

５ 第１回企画委員会

６ 第17回「親子の集い」（水戸市少年自然の家）
総会（らぽーる）【書面議決】・第１回合同専門部会【中止】

７
「青少年の非行・被害防止全国強調月間」
第１回広報部会
第１回育成部会

８ 第１回家庭部会【中止】
第２回企画委員会【中止】

９ 第２回広報部会【中止】

10

「青少年の主張」発表大会並びに表彰式典（らぽーる）
第３回広報部会【中止】
「親が変われば、子どもも変わる」運動那珂市推進大
会（らぽーる）
青少年育成広報「きぼう」第33号の発行

11 市民会議による「あいさつ・声かけ運動」（各地域）那珂市子ども会親睦競技大会（那珂総合公園）【中止】

12
「家庭の日」図画・作文発表会並びに表彰式典（らぽーる）
「家庭の日」図画作品展示会
第２回家庭部会

１
第２回育成部会
第４回広報部会
第３回企画委員会

２
第５回広報部会
善行青少年表彰 ※那珂市教育表彰及び小中一貫教育発
表会において

３ 第４回企画委員会
青少年育成広報「きぼう」第34号の発行

※新型コロナウイルスの影響により中止になる事業があります。

那珂市連合民生委員児童委員協議会会長
大和田　優



あいさつをしましょう「いってまいります」「いってらっしゃい」
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令和３年度　青少年育成那珂市民会議　専門部会員名簿
● 会　長　関　　　守
● 副会長　大和田 優（民児協）　森島　栄子（相談員）　渡邉　ひとみ（市Ｐ連）　滝本　京子（市子連）
部会名（内容） 組　　　織　　　　◎部会長　○副部会長

家　

庭　

部　

会

〇
家
庭
教
育
の
充
実

  「
親
が
変
わ
れ
ば
、子
ど
も
も
変
わ
る
」那
珂
市
推
進
大
会

〇
明
る
い
家
庭
づ
く
り

  

「
家
庭
の
日
」図
画・作
文
発
表
会
並
び
に
表
彰
式

まちづくり委員会
 小田内　末　吉
 野　田　敏　之
 塩　野　美枝子
 黒　澤　　　善
 井　坂　朝　香

Ｐ　　Ｔ　　Ａ
 住　谷　研　一
 根　本　恵　輔
 藤　田　　　努
 鈴　木　教　彦
 渡　邉　ひとみ

子ども会育成会
 滝　本　京　子
 宮　本　幸　太
 羽　石　康　弘
 田　中　千代美

青少年相談員
 ○森　島　栄　子
 岩　谷　　　聡
 成　田　義　美
 瀬　谷　一　雄

民生児童委員協議会
 ◎大和田　　　優
 高　畑　　　淳
 大　内　玲　子

那珂市スポーツ協会
 根　本　傳次郎

高齢者クラブ連合会
 中　原　昌　幸

ガールスカウト
 小　宅　昭　子

農業後継者クラブ
 後　藤　大　輔

商　　工　　会
 小　寺　康　生

保　護　司　会
 笠　井　裕美子

育　

成　

部　

会

〇
青
少
年
健
全
育
成
活
動

  

「
青
少
年
の
主
張
」発
表
大
会
並
び
に
表
彰
式
典

  

善
行
青
少
年
の
表
彰

まちづくり委員会
 大　森　憲一郎
 立　原　悦　子
 仲　條　ゆう子
 髙　畑　大　一
 箕　川　一　男

Ｐ　　Ｔ　　Ａ
 平　野　　　理
 松　原　正　和
 佐々木　宗一郎
 大　野　　　剛
 川　口　しのぶ

子ども会育成会
 寺　門　聡　子
 鈴　木　朋　子
 川　又　ひろ子

青少年相談員
 小　貫　秀　夫
 鯉　渕　節　夫
 ○先　﨑　　　武
 大　森　一　孝

民生児童委員協議会
 萩　谷　政　治
 平　山　洋　子
 秋　葉　　　泉

社会教育委員の会議
 ◎山　野　圭　三

中央公民館運営審議会
 山　野　圭　三

小・中学校長代表
 大　高　伸　一

スポーツ少年団
 渡　辺　弘　惠

ライオンズクラブ
 小野瀬　　　翔

文化財愛護協会
 萩野谷　　　悟

広　

報　

部　

会

〇
広
報
誌
の
発
行

・
資
料
の
収
集

・
寄
稿
依
頼

・
記
事
の
作
成

・
編
集
・
校
正

まちづくり委員会
 成　田　敏　行
 唐　田　勝　弘
 海　野　孝　一
 檜　山　英　夫
 中井川　真　澄

Ｐ　　Ｔ　　Ａ
 峯　島　勝　則
 桑　澤　直　亨
 綿　引　裕　之
 佐　藤　信　洋
 片　岡　理　治

子ども会育成会
 萩　谷　奈　々
 榊　原　一　和
 増　山　康　一

青少年相談員
 入　江　　　洋
 井　上　礼　子
 ◎袴　塚　耕　二
 大　内　　　薫

民生児童委員協議会
 ○栁　沼　健　治
 圷　　　富美子

更生保護女性会
 綿　引　けい子

交通安全母の会
 篠　原　惠　子

スポ少指導者協議会
 小　宅　　　隆

那珂を良くする会
 加　藤　昌　次

寡母子婦福祉会
 矢　吹　いつ子

構
成
団
体
紹
介〔
那
珂
市
校
長
会
〕

「
根
本
正
先
生
の
生
き
方
」
を
基
盤
に

ば
ら
野
学
園
那
珂
市
立
第
一
中
学
校
長

大
高　

伸
一

一
中
に
は
、歴
史
、文
化・行
事
、伝
統
、環
境
、先
人
、そ
し
て

一
中
生
と
し
て
の
姿
な
ど
、他
校
に
誇
れ
る
た
く
さ
ん
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
協
力
や
見
守
り
も
含
め
て
、こ

れ
ら
全
て
を
一
中
の
財
産（
一
中
プ
ラ
イ
ド
）と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、一
中
を
含
め
た
ば
ら
野
学
園
と
し
て
は
、那

珂
市
の
先
人
根
本
正
先
生
の
生
き
方
を
基
盤
と
し
て
教
育
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、根
本
正
顕
彰
会
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

大
切
に
す
べ
き
生
き
方
の
観
点
を
、「
感
性
」「
主
体
性
」「
忍
耐

強
さ
」「
思
い
や
り
」「
感
謝
」の
５
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
政
治
家
根
本
正
先
生
は
、「
小
学
校
義
務
教
育

の
無
償
化
」「
未
成
年
の
禁
煙
禁
酒
法
の
制
定
」な
ど
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
、将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
学
習
を
保
障
し
、健
全
な
成
長
を
願
う
愛
情
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。「
人
は
教
育
の
力
に
よ
り
て
初
め
て
人
間
に
な
る
。

而し
か
し
て
小
学
校
教
育
は
教
育
の
初
歩
な
り
」と
述
べ
、青
少
年

健
全
育
成
の
父
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ば
ら
野
学
園
全
体
で
共
有
す
る
た
め
に
、仲
田
昭
一
先
生（
那

珂
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）を
お
招
き
し
、一
中
で
は
全
生
徒
対

象
、学
園
で
は
全
教
職
員
を
対
象
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
通
し
、

根
本
先
生
を
学
園
の
象
徴

と
し
て
共
有
し
、
児
童
生

徒
が
こ
の
地
で
学
ぶ
こ
と

に
強
く「
プ
ラ
イ
ド
」を
も

て
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
教
育
活
動
か

ら
、９
年
間
を
通
し
た
連

続
的
・
系
統
的
な
学
び
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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「
青
少
年
の
主
張
」発
表
大
会（
中
止
）

令
和
３
年
10
月
２
日（
土
）於
：
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご
だ
い

令
和
３
年
10
月
２
日（
土
）に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ご

だ
い
で
予
定
し
て
い
ま
し
た「
青
少
年
の
主
張
」発
表
大

会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

残
念
な
が
ら
中
止
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、青
少
年
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ

と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
広
く
社
会
に
訴
え
る
こ
と
に

よ
り
、将
来
に
向
か
っ
て
自
信
と
誇
り
を
持
つ
と
と
も
に
、

少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
一
般
の
理
解
と
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

発
表
大
会
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
度
は
、市

内
の
各
中
学
校
か
ら
応
募
さ
れ
発
表
予
定
だ
っ
た
主
張

文
を
Ｃ
Ｄ
に
ま
と
め
て
各
中
学
校
に
配
付
し
ま
す
。
紙

面
で
は
、10
名
の
主
張
文
の
題
名
と
お
名
前
を
紹
介
し

ま
す
。

各
中
学
校
代
表
者

各
中
学
校
代
表
者

講　

評
育
成
部
会
長

山
野　

圭
三

令
和
３
年
度
、
青
少
年
育
成
那
珂
市
民
会
議
主

催
「
青
少
年
の
主
張
」
発
表
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

性
別
の
壁
を
こ
え
て

　

ば
ら
野
学
園
第
一
中
９
年

鈴す
ず

木き

結ゆ

な南

ヘ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
て

　

ば
ら
野
学
園
第
一
中
９
年

篠し
の
は
ら原

朋と
も

世よ

誰
か
の
た
め
に
私
が
出
来
る
こ
と

　

白
鳥
学
園
瓜
連
中
９
年

松ま
つ
ば
ら原

萌も
え

夏か

実
践
し
た
結
果

　

白
鳥
学
園
瓜
連
中
９
年

西に
し
む
ら村

優ゆ
う

希き

み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い

わ
か
す
ぎ
学
園
第
四
中
８
年

関せ
き

根ね　
　

葵
あ
お
い

あ
い
さ
つ

わ
か
す
ぎ
学
園
第
四
中
７
年

岩い
わ
な
が永

美み

お桜

多
様
性
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
社
会
に

　

緑
桜
学
園
第
三
中
８
年

田た

中な
か

美み

き紀

地
球
に
住
み
続
け
る
た
め
に

　

緑
桜
学
園
第
三
中
７
年

長な
が
や
ま山

颯そ
う

真ま

私
を
作
っ
て
い
く
も
の

　

青
遙
学
園
第
二
中
９
年

小こ

澤ざ
わ

沙さ

友ゆ

り里

普
通
の
生
き
方

　

青
遙
学
園
第
二
中
８
年

大お
お
う
ち内

陽ひ

葵ま
り

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
「
茨
城
県
非
常
事
態

宣
言
」
の
延
長
を
受
け
中
止
に
い
た
し
ま
し
た
。

事
前
に
市
内
中
学
校
５
校
か
ら
10
人
の
発
表
原

稿
が
生
涯
学
習
課
に
提
出
さ
れ
、
内
容
は
、
体
験
、

思
考
、
抱
負
な
ど
が
、
青
年
前
期
に
基
づ
い
た
も

の
で
し
た
。
本
来
な
ら
全
員
の
内
容
の
講
評
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
紙
面
の
関
係
で

特
に
印
象
的
だ
っ
た
４
人
の
講
評
の
み
に
い
た
し

ま
す
。
あ
し
か
ら
ず
。

一
、
消
極
的
な
性
格
だ
っ
た
自
分
が
、
部
活
動
で

の
友
達
と
の
交
流
や
会
話
を
通
し
て
、
積
極
性
が

身
に
付
い
た
と
い
う
心
の
成
長
に
つ
い
て
の
体
験
談

二
、
性
に
つ
い
て
の
意
見
は
、
雑
誌
や
Ｔ
Ｖ
報

道
か
ら
の
知
識
に
よ
り
理
解
、
興
味
が
一
方
的
に

な
り
が
ち
で
す
。
性
に
つ
い
て
は
多
様
性
が
伴
っ

て
い
る
た
め
、
正
確
な
詳
報
や
判
断
が
大
切
で
す
。

事
例
と
し
て
は
、
先
の
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
の
外
国
人
選
手
の
中
に
、
女
性
か
ら
男

性
、
男
性
か
ら
女
性
に
変
更
し
た
人
が
い
ま
し
た
。

外
国
と
日
本
と
で
は
感
情
、
判
断
な
ど
に
歴
史
や

文
化
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

三
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
美
容
室
に

行
け
な
い
時
に
、
ヘ
ア
ー
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
制
度
を

知
り
、
病
気
で
頭
髪
が
抜
け
て
困
っ
て
い
る
女
性
に

対
し
、
自
分
の
頭
髪
を
長
く
し
て
寄
付
し
た
事
例

四
、
地
球
の
温
暖
化
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
全

世
界
的
な
規
模
で
協
議
を
し
、
国
ご
と
の
Ｃ
Ｏ
２
の

排
出
量
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量

が
多
い
国
は
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
日
本
な
ど
で
す
。

昨
今
の
温
暖
化
の
影
響
は
、
北
極
の
氷
が
溶
け
た

り
、
エ
ベ
レ
ス
ト
山
系
の
氷
河
が
一
年
で
10
㎝
位

溶
け
た
り
し
て
い
る
と
の
事
実
が
、
研
究
者
よ
り

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
発
表
内
容
で
す
が
、
４
点
と
も
観
点
、

内
容
が
非
常
に
優
れ
て
お
り
立
派
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
成
長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
家
庭
の
日
」（
毎
月
第
３
日
曜
日
）
の

普
及
と
子
ど
も
会
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
、
毎
年
市
内
小
学
校
の
親
子
を
対
象
に

一
泊
二
日
の
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
日
帰
り
で
実

施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
41
人
（
幼
児
１
人
、
小
学

生
22
人
、
保
護
者
18
人
）
が
参
加
し
、
親

子
や
友
だ
ち
、
他
の
小
学
校
の
参
加
者
た

ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
に
主

体
的
に
取
り
組
み
、
充
実
し
た
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

研
修
を
通
し
て
子
ど
も
同
士
の
親
睦
と
青

少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

《
参
加
し
た
児
童
の
感
想
》

〇
館
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
も
ん
だ
い
が

む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
全
部
め
っ
ち
ゃ
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
学
校
で
友
達
に
じ
ま
ん

し
た
い
で
す
。

〇
那
珂
市
の
色
々
な
人
た
ち
に
会
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
た
。
ま
た
、
協
力
し
た
り
い
ろ
い

ろ
な
発
見
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。

〇
最
初
の
な
ぞ
な
ぞ
を
い
ち
ば
ん
正
か
い

で
き
て
よ
か
っ
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。

「
第
17
回

親
子
の
集
い
」

令
和
３
年
６
月
５
日（
土
）

水
戸
市
少
年
自
然
の
家
（
水
戸
市
全
隈
町
）

そ
う
作
で
は
最
後
ま
で
や
る
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
。
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

か
ら
よ
り
楽
し
か
っ
た
。
来
年
は
と
ま

れ
る
と
い
い
と
思
う
。

〇
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
、
チ
ー
ム
に
は
男

の
子
し
か
い
な
か
っ
た
け
ど
、
館
内
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
み
ん
な
で
き
ょ
う
り

ょ
く
し
て
で
き
た
。
男
の
子
と
も
な
か

よ
く
な
れ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

〇
そ
う
作
活
動
を
が
ん
ば
っ
た
。
の
り
で

か
く
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
。
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
で
足
が
す
ご
い
き
ん
肉
つ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
友
だ
ち
と
来
た
い
。

〇
活
動
ぜ
ん
ぶ
た
の
し
か
っ
た　

ご
は
ん

が
す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
。

〇
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
活
動
で
、
み
ん
な

と
協
力
し
た
り
、
時
間
を
ち
ょ
う
せ
つ

し
た
り
し
て
ゴ
ー
ル
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
け
れ
ど
、
１
位
に
な
れ
な
く
て

く
や
し
か
っ
た
け
ど
、
他
の
人
と
仲
良

く
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

《
参
加
し
た
保
護
者
の
感
想
》

〇
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
も
控
え
る
日
々
の

中
、
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
の
友
達

と
交
流
が
で
き
、
と
て
も
良
い
体
験
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〇
は
じ
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

短
い
時
間
の
中
、
様
々
な
活
動
を
さ
せ

て
頂
き
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
朝
か
ら
最
後
ま
で
た

く
さ
ん
の
職
員
の
方
々
が
関
わ
っ
て
下

さ
り
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。
準
備
、

企
画
運
営
大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
一

日
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
一
日
中
、
子
ど
も
た
ち
と
い
ろ
い
ろ
な

事
を
し
て
過
ご
せ
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
他
の
地
域
の
方
た
ち
と
お

話
し
で
き
た
の
も
、
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〇
初
め
て
参
加
し
て
、
思
っ
て
い
た
以
上

に
楽
し
く
す
ご
せ
ま
し
た
。
親
子
で
は

も
ち
ろ
ん
、
他
学
区
の
子
ど
も
た
ち
や

親
子
さ
ん
と
一
緒
に
話
し
た
り
、
笑
っ

た
り
と
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
最
初
こ
そ
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

で
し
た
が
、
時
間
が
す
す
む
に
つ
れ
て

楽
し
そ
う
に
積
極
的
な
姿
が
見
ら
れ
た

の
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
。
職
員
の
皆

様
の
フ
ォ
ロ
ー
が
手
厚
く
、
雰
囲
気
も

良
か
っ
た
。

〇
メ
ニ
ュ
ー
が
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
他
の
地
域
の
方
々
と
交
流
で

き
た
の
も
良
か
っ
た
で
す
。
関
係
者
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
雨
天
時
の
活
動
内
容
に
な
り
、
外
で
の

活
動
が
な
く
な
り
残
念
で
し
た
が
、
そ

れ
で
も
十
分
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ

ま
し
た
。
親
子
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
図
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
同
じ

市
内
の
親
子
の
方
々
と
知
り
合
う
い
い

機
会
で
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
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戸
多
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
旧
戸

多
小
学
校
の
一
部
を
改
修
し
た
、
戸
多
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
り
ま
す
。

私
が
子
ど
も
の
頃
、
こ
の
地
に
は
戸
多
中

学
校
が
あ
り
、
芳
野
中
学
校
と
統
合
し
那
珂

第
三
中
学
校
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
に

戸
多
小
学
校
が
新
築
移
転
し
た
の
で
す
。
さ

ら
に
、
児
童
減
少
に
伴
い
芳
野
小
学
校
に
統

合
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
初
は
、
建
物
を
す
べ
て
取
り
壊
し
て
更

地
に
す
る
案
も
出
た
よ
う
で
す
が
、
校
舎
に

耐
震
工
事
を
施
し
て
、
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
例
年
11
月
に

「
戸
多
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
２
年
連
続
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
。「
戸
多
ま
つ
り
」
に
は
、
地

区
内
の
七
つ
の
自
治
会
が
け
ん
ち
ん
う
ど
ん

を
は
じ
め
、
綿
菓
子
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど

の
食
べ
物
、
そ
し
て
飲
み
物
を
提
供
し
、
推

計
７
０
０
人
の
人
々
が
来
場
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
是
非
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
４
月
に
は
那
珂
西
大
橋
下
流

域
に
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
事
業
で
、
河
川
敷
を
利
用
し
た
多
目
的
広

場
が
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
同
公
園
は
主

日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
漢
字
が
あ
る
。
ぼ
く

は
漢
字
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
、
意
味
を
調
べ

る
こ
と
が
好
き
だ
。
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
ひ
ぼ
う
中
傷
の
書
き
こ
み
が
増
え
、
自

ら
命
を
絶
つ
人
が
あ
と
を
た
た
な
い
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
だ
け
で
犯
罪
者

の
よ
う
な
あ
つ
か
い
を
さ
れ
た
り
、
ニ
ュ
ー
ス

で
は
毎
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
亡

者
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ぼ
く
は
、「
生
」
と
「
死
」
二
つ
の

漢
字
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。「
生
」

と
い
う
漢
字
は
読
み
方
が
一
番
多
く
十
二
通
り

も
あ
る
。
し
か
し
、「
死
」
と
い
う
漢
字
は
読

み
方
が
一
つ
し
か
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
生

き
て
い
れ
ば
た
く
さ
ん
の
道
が
開
け
、
生
き
方

は
そ
れ
ぞ
れ
何
通
り
も
あ
る
と
気
付
い
た
。
死

ん
で
し
ま
っ
た
ら
道
を
前
に
進
む
こ
と
も
後
ろ

に
も
ど
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
自
殺

を
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
で
十
二

個
の
「
生
」
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
ぼ
く
は
こ

の
こ
と
に
気
付
け
た
の
で
、「
命
」
を
大
切
に
一

つ
一
つ
の
道
を
着
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

私
は
、
六
月
十
六
日
に
、
初
め
て
の
茶
道
体

験
を
し
ま
し
た
。
茶
道
体
験
で
は
、
た
だ
お
茶

を
点た

て
る
だ
け
で
な
く
、
座
り
方
や
お
茶
の
い

た
だ
き
方
な
ど
、
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
の
先

生
も
、
優
し
く
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
て
、

と
て
も
楽
し
く
お
茶
を
点た

て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
私
が
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
、
自
分
で

点た

て
た
お
茶
を
飲
ん
だ
こ
と
で
す
。
飲
む
前
は
、

「
ど
ん
な
味
が
す
る
の
か
な
？
」
や
「
苦
か
っ

た
ら
ど
う
し
よ
う
。」
な
ど
、
楽
し
み
な
気
持

ち
や
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で

も
、
飲
ん
で
み
る
と
、
少
し
苦
か
っ
た
け
ど
、

と
て
も
お
い
し
く
て
、
も
っ
と
飲
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
お
茶
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た
跳
ね

あ
ゆ
と
い
う
和
菓
子
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
茶
道
体
験
を
で
き
る
と
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の
伝
統
文
化
を

た
く
さ
ん
学
び
、
家
族
や
友
達
、
先
生
に
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
に
つ
い
て

自
分
の

知
識
を

深
め
て

い
き
た

い
で
す
。

に
、
サ
ッ
カ
ー
場
と
し
て
利
用
す
る
設
計
に

な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
練
習
し
た
サ
ッ
カ
ー

好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
Ｊ
リ
ー
グ

や
、
海
外
の

リ
ー
グ
で
活

躍
し
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を

取
る
よ
う
な

選
手
が
出
て

く
る
の
も
夢

で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

会
員
委
り
く
づ
ち
ま「

ま
ち
づ
く
り
」
発
展
に
向
け
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
発
展
に
向
け
て

戸
多
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

戸
多
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

委
員
長　

委
員
長　

上
原　

精
一

上
原　

精
一

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
て
い
た
妻
が
、
い
つ

の
間
に
か
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
握
り
し
め
た
ま
ま
、

ソ
フ
ァ
ー
で
寝
息
を
た
て
て
い
る
。
そ
〜
っ

と
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
取
り
返
し
、
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
た
。
そ
の
瞬
間

「
観
て
た
の
に
！
」

「
え
ー
」
平
和
だ
ね
〜

好
転
の
兆
し
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
、

閉
塞
感
に
陥
り
が
ち
の
日
常
、
少
し
躰
を
動

か
そ
う
と
堤
防
を
散
歩
し
た
。

川
風
が
気
持
ち
よ
く
、
心
も
爽
や
か
だ
。

小
学
校
の
脇
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
昼
休

み
時
間
だ
っ
た
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が

校
庭
か
ら
聞
こ
え
た
。

な
ん
か
元
気
な
く
寂
し
そ
う
に
感
じ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
明
る
い
声
が
響
く
、

校
庭
が
見
ら
れ
る
の
は
い
つ
の
日
か
、
心
よ

り
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。

広
報
部
会
長　

袴
塚　

耕
二

編
集
後
記

戸多地区かわまちづくり支援制度での芝張作業

は
で
校
学
、
今

こ ど も サ ロ ン

「
生
き
る
こ
と
の
意
味
」

六
年　

髙た
か

田だ

隆
り
ゅ
う

成せ
い

人
生
初
の
茶
道
体
験

六
年　

小お

沼ぬ
ま　

み
な
み

題
字
六
年
志し

保ぼ

石い
し

明あ
き

奈な


